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１ 優れた授業実践 



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師は、学習課題を明確に提示

し、見通しをもって学習に取り組

める工夫をしていました。 

児童の思考の流れがわかりやす

くまとめられた板書をもとに、主

体的に意欲をもって学ぶ児童の姿

が見られました。 

教師は ICT やワークシートを

活用し、段落の役割に着目して

筆者の意見を読み取れるよう工

夫していました。 

段落や言葉に着目することで

自分の考えについてもう一度思

考し、学習を深めている児童の

姿が見られました。 

対話的な学び 

深い学び 

主体的な学び 

視点の焦点化  

【小学校】国語 
優れた実践【秩父市立大田小学校】【美里町立松久小学校】【神川町立青柳小学校】  

教師は話合いの視点を明確に

示し、対話を通して考えを広げ

深めることができるよう支援し

ていました。 

叙述を根拠に意見を活発に述

べ合う中で、より深く読みを味

わう児童の姿が見られました。 

 

板書の工夫  

言語の捉え直し 
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深い学び 

対話的な学び 考えの共有  

教師は導入で授業の系統性を明ら

かにし、何をどのように学び何がで

きればよいか、板書や ICT を活用し

て生徒に示していました。 

見通しがもてたことで、生徒は学

習活動への関心を高めることができ

ました。それにより主体的に取り組

む生徒の姿が見られました。 

考えの再検討 

主体的な学び 

教師は、ICT を活用して短歌ポ

スターを作成させ、情景や心情を

効果的に伝えるためにどうすれば

よいのかを考えさせました。 

お互いの短歌を読み合い、目的

に応じた話合いを行うことで、自

己の考えを広げ深める生徒の姿が

見られました。 

導入の工夫 

教師は ICT を活用した協働的な

推敲を行わせ、根拠と意見のつな

がりなどについて自分の文章を見

直して整えさせていました。 

単元を通して学習したことが、

今後の生活や学習においてどのよ

うに生かせるかを考える生徒の姿

が見られました。 

【中学校】国語 
優れた実践【本庄市立本庄西中学校】【深谷市立深谷中学校】【熊谷市立大幡中学校】  
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教師は、「なぜ広まったか」「ど

のように広まったか」と、理由と

変化の様子を問いました。 

児童は資料（年表）から具体的

な事実を捉えました。さらに地名

に着目することで、理由と変化の

様子を調べ、ワークシートに整理

する児童の姿が見られました。 

【小学校】社会 
優れた実践【小鹿野町立長若小学校】【神川町立渡瀬小学校】【深谷市立八基小学校】  

対話的な学び 

主体的な学び 

教師は、消防署の間取り図を教材

化することで、追究の観点を定め、

「なぜ」「どうして」と問いました。 

「部屋の名前」や「トイレの数や

配置」「複数の会議室がある理由」な

どを考えることを通して、建物自体

が緊急事態に備えられていることに

気付く児童の姿が見られました。 

目標達成の工夫  深い学び 

まとめの工夫  
 

教師は、毎時間のまとめを「単

元を貫く学習問題」の解決に結び

付けるようにしていました。 

単元のゴールをイメージし、毎

時間のまとめから学習活動を振り

返り、次時の学習へつなげようと

する児童の姿が見られました。 

思考の明確化  
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【中学校】社会 
優れた実践【横瀬町立横瀬中学校】【皆野町立皆野中学校】【寄居町立城南中学校】  

主体的な学び 

教師は、小学校での既習事項を

基に、発問や問い返し、関連付け

をすることで、学習課題を把握で

きるようにしていました。 

課題解決を図るために、見通し

をもって粘り強く取り組もうとす

る生徒の姿が見られました。 

対話的な学び 課題と学びの正対  

教師は、学習課題に正対するよ

うに、それぞれのグループの話合

いに合わせた声かけをして支援し

ました。 

 他者との対話を通して、自分の

考えの妥当性や信頼性を高めて答

えようとする生徒の姿が見られま

した。 

深い学び   思考場面の焦点化  

教師は、「東京は、周囲の県と

どのように結び付いているか」と

問いました。 

ウェビングマップを使って、資

料から読み取った内容と事実を関

連させ、根拠を明らかにし、自分

たちの考えを整理しようとする生

徒の姿が見られました。 

課題把握の工夫  
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教師は、具体物を用いて問題解

決に向けて試行錯誤させること

で、自分なりの考えをもつことが

できるようにしていました。 

児童同士の対話を通じ、自己の

考えを広げ深める児童の姿が見ら

れました。 

主体的な学び 

【小学校】算数 
優れた実践【本庄市立本庄西小学校】【熊谷市立星宮小学校】【秩父市立西小学校】  

対話的な学び 

関連付けて考えるための支援  

教師は、適用問題として本時の

学習に関連のある全国学力・学習

状況調査の問題を用意していまし

た。 

板書やノートを確認しながら、

今日学んだことを生かして問題を

解く児童の姿が見られました。 

深い学び 

教師は、問題を大画面で提示

し、児童とのやり取りを通して、

児童が明らかにしたくなるような

学習課題を設定していました。 

学ぶことに興味や関心をもち粘

り強く取り組む児童の姿が見られ

ました。 

児童とのやり取りを通した学習課題の設定  

自己の考えを広げ深めるための対話 

- 5 -

１　優れた授業実践



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師は、板書や発問で話し合う

内容を明らかにし、小グループで

学び合いができるようにしていま

した。 

生徒同士の学び合いで、自己の

考えを広げ深める生徒の姿が見ら

れました。 

主体的な学び 

【中学校】数学 
優れた実践【熊谷市立三尻中学校】【深谷市立上柴中学校】【熊谷市立大麻生中学校】  

対話的な学び 

思考を広げるためにタブレットを活用  

教師は、タブレットを活用し

て生徒の思考を分類したり、つ

なげたりして思考を広げていま

した。 

知識を相互に関連付けてより

深く理解する生徒の姿が見られ

ました。 
 

深い学び 

教師は、身近な素材から少しず

つ生徒の関心を高め、問いを引き

出し学習課題につなげていまし

た。 

見通しをもち様々な方法で課題

解決に取り組む生徒の姿が見られ

ました。 

生徒とのやり取りを通した学習課題の設定  

自己の考えを広げ深めるための対話 
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主体的な学び 

【小学校】理科 
優れた実践【深谷市立深谷西小学校】【熊谷市立熊谷東小学校】【本庄市立中央小学校】  

対話的な学び 

日常との関連  

教師は、ランドセルの中身が入っ

ている時と中身を手に持った時の全

体の重さはどうなるのかを授業の最

後に考えさせていました。 

「形を変えても物の重さは変わら

ない」という本時の学習と日常の場

面を関連づけ、課題に関心をもって

取り組む児童の姿が見られました。 

深い学び 

教師は、「腕を曲げたり伸ばしたり

する時の筋肉のはたらきはどのよう

になっているか？」と話合いの視点を

明確にしたり、観察用の教材を作成し

たりして、二人一組で確かめられるよ

うな場を確保しました。  

教材を操作しながら考えを検討し

合う児童の姿が見られました。 

教師は、既習内容をもとに予想

を立てさせ、自分の予想が正しか

ったらどのような結果になるのか

について、意見を交流させていま

した。 

友達の考えを比較したり、見通

しをもって学習活動に取り組んだ

りする児童の姿が見られました。 

根拠のある予想・仮説  

話合いの焦点化  
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教師は、「どの実験結果を比較し

て考えれば課題を解決することが

できるのか」と明確に示し、本時

で生徒に比較して考えさせること

を意図的に指導していました。 

適切な実験結果を選択し、課題

に正対した考察を表現している生

徒の姿が見られました。 

【中学校】理科 
優れた実践【美里町立美里中学校】【上里町立上里中学校】【熊谷市立妻沼東中学校】  

主体的な学び 

教師は、班ごとに実験方法を考

えさせ、結果をグラフに整理し、

仮説が立証されたのかどうか検討

させていました。 

グラフを根拠に、熱心に話し合

ったり、結果と考察が一致した説

得力のある説明をしたりしている

生徒の姿が見られました。 

教師は、グループ内で生徒に何

を調べるのか考えさせ、学習の場

を分けて、各自で調べる時間と場

を設定しました。 

個人で、それぞれの課題を調べ、

わかったことをグループ内で説明

し合い、考えを広げる生徒の姿が

見られました。 

対話的な学び 場や時間の確保  

深い学び 「見方・考え方」を働かせるための支援  

結果に基づく考察  
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【小・中学校】音楽 
優れた実践【熊谷市立石原小学校】【深谷市立本郷小学校】【長瀞町立長瀞中学校】 

主体的な学び 

教師は、児童同士の伝え合う

時間を確保し、対話をしながら

曲に合った表現方法を考えさせ

る工夫をしていました。 

 どのように歌うかについて、

自分の思いを大切にして活動す

る児童の姿が見られました。 

教師は、生徒との対話を通し、

グループごとに考えた表現の工夫

を共有し、協働して音楽活動する

楽しさを感じ取らせる指導を工夫

していました。 

 曲にふさわしい表現の工夫を生

かしながら、思いをもって豊かに

歌う生徒の姿が見られました。 

対話的な学び 

教師は、本時の学習に関係す
る既習事項について、丁寧にか
つ児童が楽しめるように工夫を
していました。 

本時で扱う技能について振り
返ることによって、学習の見通
しをもって、主体的に取り組も
うとする児童の姿が見られまし
た。 

深い学び 

思考を広げ深める工夫  

題材のねらいにせまる導入  

深く思考するための支援  
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教師は、児童同士の対話を通し

て、何をイメージし、表現しよう

としているか等、互いの価値を認

め合わせる工夫をしていました。 

友達の表現の工夫や作品の面白

さに触れることにより、自分の考

えをさらに広げたり、深めたりす

る児童の姿が見られました。 

対話的な学び 

深く思考するための支援方法の工夫 

主体的な学び 

【小・中学校】図画工作・美術 
優れた実践【長瀞町立長瀞第一小学校】【小鹿野町立小鹿野小学校】【美里町立美里中学校】  

教師は、学習者用端末を活用し、

それぞれの活動の過程を映し出すこ

とで、児童が互いのイメージを共有

し、発想を広げられるような支援を

していました。 

題材の世界に入り込みやすくなる

ような支援を受けたことで、自分の

生活と重ね合わせ、主体的に発想し

ていく児童の姿が見られました。 

教師は、生徒の心に響く言葉を数

多く示すとともに、参考作品や見や

すい掲示資料を豊富に用意し、個の

発想を伸ばす支援をしていました。 

充実した資料と、要点を絞った簡

潔でわかりやすい導入による支援を

受け、豊富な活動時間の中で一人一

人の感性を生かして制作する生徒の

姿が見られました。 

 

深い学び 

考えを広げ深めるための支援  

ＩＣＴ活用による支援方法の工夫 
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１　優れた授業実践



                                                                                                                             

 

 

 

 

    

 

 

 

 

  

  

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師は、ICT 機器を活用して、

チームに対して本時の学習課題や

個々の課題に迫る思考を促す発

問、考える必要性や価値のある発

問をしていました。 

教師の問い返しにより、自分の

考えを深めたり、広げたりする児

童の姿が見られました。 

主体的な学び 

【小学校】体育 
優れた実践【熊谷市立石原小学校】【神川町立神泉小学校】【小鹿野町立小鹿野小学校】  

新たな課題設定の提示  

対話的な学び 

教師は、どうすればよりよくできる

のかを常に考えさせる場の工夫を行

い、ICT 機器やホワイトボードを活用

しながら課題解決方法を提示していま

す。友達と一緒に新たな課題解決がで

きるように指導・支援していました。 

児童は、自分や友達の姿から新たな

気づきを発見しようとしている姿が見

られました。 

 

深い学び 

教師は、児童の実態に合わせて、

課題解決に向けたスモールステップ

の場づくりを行っていました。 

安全への配慮かつ簡単に取り組め

る工夫のある教具から、何度も挑戦

して、各自の課題を解決しようとす

る児童の姿が見られました。 

意欲喚起の工夫  

ICT 機器の活用  

- 11 -

１　優れた授業実践



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
  
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校】保健体育 
優れた実践【熊谷市立別府中学校】【本庄市立本庄西中学校】【長瀞町立長瀞中学校】 

主体的な学び 

教師は、ICT 機器を活用し、自分

の生活スタイルに合った食事のテー

マを決めて、グループごとに考えさ

せる工夫をしていました。 

 それぞれの考えの中から、テーマ

を明確にし、協力しながら課題解決

している生徒の姿が見られました。 

教師は、どのようにしたらグループ

の課題解決ができるようになるか、こ

れまで身に付けた知識や技能を活用し

新たな課題解決に向けて、話し合う場

面を設定しています。 

生徒は、主運動に対する見方・考え

方を働かせて、グループで学習内容を

確認しながら振り返りを行う姿が見ら

れました。 

対話的な学び 

教師は、感覚つくりの運動におい

て主運動につながる基礎的・基本的

な運動を実施し、生徒の伸びが実感

できるように生徒へ称賛や励ましの

言葉かけを工夫していました。 

必要感を持ちながら意欲的に取り

組む生徒の姿が見られました。 

深い学び 

対話する場面の設定  

学びの実感場面の設定 

課題解決に向けての試行錯誤  
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１　優れた授業実践



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師は、思考ツールなどを活用

して思考を可視化し、一人一人の

考えを共有したり整理したりして

いました。 

教師の問い返しにより、個別の

気付きを関連付け、考えを広げ深

める児童の姿が見られました。 

主体的な学び 

【小学校】生活 
優れた実践【深谷市立八基小学校】【神川町立青柳小学校】  

対話的な学び 

教師は、学習の振り返りを設定

し、自分のよさや友達と協働して

学習することのよさを考えられる

ようにしていました。 

身近な人々、社会及び自然を自

分との関わりで捉え、よりよい生

活に向けて思いや願いを実現しよ

うとする児童の姿が見られました。 

深い学び 

教師は、相手意識や目的意識を

もって学習ができるように、学習

への意識付けをしていました。 

教師の適切な支援により、課題

解決を図るために見通しをもって

粘り強く取り組む児童の姿が見ら

れました。 

学習への意識づけ 

思考の可視化  

振り返りの工夫  

- 13 -

１　優れた授業実践



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校】技術分野 
優れた実践【深谷市立岡部中学校】【熊谷市立妻沼東中学校】【美里町立美里中学校】  

主体的な学び 

対話的な学び 

深い学び 

教師は、３DCAD を通して

実社会で利用されている製図の

学習課題を設定しました。 

各部品を組み合わせて設計し

個人の課題を意識させることで

見通しをもって粘り強く取り組

む生徒の姿が見られました。 

 

生活との関連  

思考の可視化  

教師は、グループによる話合

い活動を通して考えを整理し、

それらを集約・分類することで

思考を広げるようにしました。 

カードを用いて項目ごとに分

類し、他者の考えを取入れ説明

する生徒の姿が見られました。 

社会との関連  

教師は、Y チャート、ベン図を

活用して個人の思考を整理し材料

の特性・利用方法を把握できるよ

うにしました。 

技術が社会における問題を解決

しているのかを読み取り、最適化

されてきたことに気付く生徒の姿

が見られました。 
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１　優れた授業実践



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的な学び 

【小・中学校】家庭 
優れた実践【小鹿野町立長若小学校】【深谷市立南中学校】  

「見方・考え方」を働かせるための支援 

教師は、実践前と実践後を見せ

ながら共有し、整理整頓のよさや

工夫について考えさせました。 

振り返りの中では、今日の学習

を自分の生活の中で生かし、家庭

でも実践していこうとする児童の

姿が見られました。 

深い学び 

教師は、日常の生活の中の課題

について何のために学習するのか

その目的を明確にしていました。 

整理されていない自分のロッカ

ーを撮影し、より使いやすいロッ

カーの整理の仕方や取り出しやす

い工夫を考えている児童の姿が見

られました。 

目的の明確化  

対話的な学び 考えの交流  

教師は、タブレット端末を活用

して家庭内事故が起こる危険箇所

とその理由、防ぎ方の安全対策を

考えさせました。 

安全対策は様々あることを、他

者との対話を通して気付く生徒の

姿が見られました。 
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１　優れた授業実践



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

教師は、中心発問の葛藤する場

面で帽子を活用し、他者の考えを

可視化し、多様な意見を引き出し

ながら授業を行っていました。 

教師の問い返しにより、自分の

考えを深めたり、広げたりする児

童の姿が見られました。 

活動の工夫  

対話的な学び 

主体的な学び 

【小学校】道徳 
優れた実践【寄居町立男衾小学校】【寄居町立寄居小学校】【皆野町立皆野小学校】  

教師は、学習者用端末を活用し、児

童の一人一人の考えを可視化して、道

徳的価値について多面的・多角的に考

えられるようにしていました。 

考えの違いが見えることによって、

他人の考えに共感したり、自己の生き

方についての考えを深めたりする児

童の姿が見られました。 

深い学び 

教具等の工夫  

教師は、児童が興味をもつこと

ができるよう、場面絵を提示し、

デジタル教科書の音声を使い、読

み聞かせをしていました。 

教材の世界に入り込みやすくす

る工夫をしたことで、登場人物と

自分とを重ね合わせて考えている

児童の姿が見られました。 

教材の提示  
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１　優れた授業実践



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的な学び 

対話的な学び 

教師は、生徒同士が意見を交流

しやすいように座席配置の工夫

をしたり、問い返しで生徒の意見

を全体に広げたりしていました。 

 人間の弱さを実感したり、本音

で語り合ったりする生徒の姿が

見られました。 

【中学校】道徳 
優れた実践【深谷市立豊里中学校】【小鹿野町立小鹿野中学校】  

教師は、生徒が主人公と自分を

重ねて気持ちを考えられるよう

に、役割演技等の指導方法を工夫

していました。 

効果的な指導方法を選択してい

るため、多面的・多角的に自分事

として考える生徒の姿が見られま

した。 

思考の整理  

教師は、意図を明確にした対比

的、構造的な板書を工夫し、伝え

たい内容を示していました。 

板書を基にねらいの根底にあ

る道徳的価値に対する思いや考

えをまとめる生徒の姿が見られ

ました。 

深い学び 効果を踏まえた方法の選択  

発言場面の工夫  

- 17 -

１　優れた授業実践



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校】外国語活動・外国語 
優れた実践【横瀬町立横瀬小学校】【長瀞町立長瀞第一小学校】 

主体的な学び 

対話的な学び 

深い学び 

 教師は、本時の学習を振り返る視

点を明示した上で、振り返りを行い

次時への意欲や期待を高めていまし

た。 

 学んだことや自分自身の 1 時間の

様子を具体的に振り返り、次に生か

そうとする児童の姿が見られまし

た。 

振り返りの支援  

考えを表現するための支援  

 教師は、表現することへの個人差

を考慮して、毎時間児童から児童へ

のやり取りの時間を設定していまし

た。 

 選ばれた代表の児童が質問をし、

他の児童が答えや感想を伝えること

で、自分の考えを自由に表現しよう

とする児童の姿が見られました。 

対話対象の意識化  

 教師は、やり取りをする相手に

「どのような話し方をすれば分か

りやすく伝わるのか」を、ICT を

活用し児童自身に意識させていま

した。 

 録画した自分の姿を見て、自分

には何が足りないのかを考えて、

さらに高めようとする児童の姿が

見られました。 
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１　優れた授業実践



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校】英語 
優れた実践【上里町立上里中学校】【深谷市立南中学校】【神川町立神川中学校】  

主体的な学び 

対話的な学び 

深い学び 

 教師は、全体での教科書本文の確

認後、各自の練習時間を設定し、生

徒の変容の見届けを支援しました。 

 生徒は、デジタル教科書で自分の

ペースで音読練習をしました。自分

のつまずきに合わせ繰り返し練習す

る生徒の姿が見られました。 

実践力の涵養  

活動場面の工夫  

 教師は、学習者用端末を活用

し、日本の文化についてまとめた

文章を互いに紹介する活動を設け

ていました。 

「伝えたい」「知りたい」とい

う気持ちをもち、楽しみながら活

動する生徒の姿が見られました。 

対話対象の意識化  

 教師は、トピックのみ与えた会

話活動を行った後に、内容面・言

語面の中間指導を行い、再度活動

させて定着を図っていました。  

 相手意識が高まり、言い方を工

夫しながら即興で伝え合う生徒の

姿が見られました。 
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１　優れた授業実践



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

主体的な学び 

  【小・中学校】総合的な学習の時間 
         優れた実践【熊谷市立新堀小学校】【寄居町立男衾中学校】 

 教師は、個人で考えた時間の後に

グループで考えを発表したり、検討

したりする時間を設定しました。 

 グループ活動を設定して他者と

話し合うことで、自分の考えがより

明確になったり、多様な情報を収集

したりし、自己の思考を広げ深めて

いる児童の姿が見られました。 

「考えるための技法」の活用 

対話的な学び 

 教師は、既習事項との結び付きを

意識した発問をしたり、思考ツール

を活用して思考を可視化し、整理さ

せたりしました。 

 こうした工夫をし、探究的な学習

を重視することで、考えをより深め

たり、新たな気付きが生まれたりし

ている生徒の姿が見られました。 

深い学び 

 教師は、単元のゴールとして「避

難所開設」という体験活動を設定

し、児童が意欲を高めるネーミング

をして学習を展開していました。 

 児童は自分自身で行う避難所開

設に向けて、様々な情報を収集した

り、丁寧に整理・分析したりしてい

て、意欲的な姿が見られました。 

対象に迫るための支援  

自己の考えを広げ深める工夫 
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１　優れた授業実践



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

主体的な学び 

【小学校】学級活動（１） 
       優れた実践【深谷市立上柴西小学校】【神川町立丹荘小学校】 

 教師は、短冊や賛成・反対マーク、

分類の見出し等を使用し、話合いの

過程で変化する思考を可視化、操作

化する工夫をしました。 

 意見を分類・整理することで比べ

やすくなり、話合いの状況が可視化

され、話合いをスムーズに進めてい

る児童の姿が見られました。 

よりよい合意形成につなげる支援  

対話的な学び 

 教師は、出された意見を比べやす

くするために、思考ツール（ピラミ

ッドチャート）を活用するとともに

意見の理由も板書しました。 

理由に着目して意見を比べ合う

ことができ、よりよい合意形成に向

かって話合いを深めている児童の

姿が見られました。 

提案理由等の明確化  

思考を可視化・操作化・構造化する工夫 

深い学び 

 教師は、提案理由や決まっている

こと（条件）から話合いの方向性を

示し、学級会のはじめに全体で共有

していました。 

何のために話し合うのか、どのよ

うな条件を踏まえて話し合うのか

明確になり、意欲的に話し合う児童

の姿が見られました。 
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１　優れた授業実践



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

主体的な学び 

【中学校】学級活動（１） 
                   優れた実践【深谷市立豊里中学校】 

 教師は、出された意見に対する質

問タイムを設けたり、近くの生徒と

意見交流したりする時間を設けま

した。 

 意見や考えを共通理解するため

の時間を設定することで、イメージ

を共有することができ、スムーズに

話し合う生徒の姿が見られました。 

深く思考するための支援  

対話的な学び 

 教師は、柱①で決定したことに対

する工夫や改善方法を柱②で話し

合うよう柱立てをしました。 

 話合いを焦点化し、論点を絞るこ

とで、生産的な話合いとなり、自分

たちの学級をよりよくしていこう

と話合いを深めている生徒の姿が

見られました。 

 教師は、事前の活動でアンケート

調査を実施し、学級の状況を踏まえ

た上で、計画委員と議題の選定や話

合いの柱を設定しました。 

アンケート結果を提示すること

で、生徒は本時の話合いを自分事と

して捉え、意欲的に話し合う生徒の

姿が見られました。 

深い学び 

問題意識を高める工夫  

意見や考えを共通理解するための工夫 
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１　優れた授業実践



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的な学び 

【小学校】特別支援教育 
優れた実践【深谷市立岡部小学校】【深谷市立藤沢小学校】  

教科の見方・考え方とのつながり 

対話的な学び 

教師は、活動を通して教科の見

方・考え方等を、自分の経験やこ

れまでの学びと結び付けられるよ

う工夫していました。 

共同的な学習の中に個別的な学

習が盛り込まれ、達成感や満足感

を味わう児童の姿が見られまし

た。 

教師は、異学年の児童同士が一

緒に活動したり、表現したりする

ことを楽しむ場の設定を工夫して

いました。 

活動を通して助け合ったり、応

援の声かけをしたりするなど、一

緒に活動することの楽しさを味わ

う児童の姿が見られました。 

深い学び 

教師は、1 時間の活動の見通し

をもてるよう写真や時計等、手掛

かりとなるものを工夫して提示し

ていました。 

見通しがもてることで、黒板に

ある手順を確認しながら安心し

て、落ち着いて活動をしている児

童の姿が見られました。 

見通しをもたせるための提示  

活動を共に楽しむ場  
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１　優れた授業実践



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的な学び 

【中学校】特別支援教育 
優れた実践【秩父市立高篠中学校】【本庄市立児玉中学校】  

生活に生かす工夫  

対話的な学び 

教師は、各教科等を合わせた指導

においても、今後の学習や生活、将

来に生かすことができるよう意識し

てはたらきかけました。 

自身が難しいと感じたことや忘れ

てしまいそうなこと、大切だと感じ

たことを意識して、作業日誌の作成

に取り組む生徒の姿が見られまし

た。 

教師は、教科別の指導において、

学年や課題の異なる生徒同士であっ

ても一緒に活動する場面や時間を工

夫して設定していました。 

活動を通して競い合ったり発言の

順番を譲り合ったりするなど、一緒

に活動する楽しさを共有する生徒の

姿が見られました。 

深い学び 

教師は、1 時間の活動の見通し

をもてるよう作業学習の役割分担

や時間配分等を工夫して提示し、

個人目標の設定を促しました。 

見通しがもてることで、自信や

責任感をもって作業に取り組み、

準備や片付けを含めて主体的に活

動する生徒の姿が見られました。 

見通しをもたせるための提示  

活動を共に楽しむ場  
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１　優れた授業実践



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

P.25 ～ P.35 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ ＩＣＴ機器・学習者用端末等の活用例 



 

 

 

 

 

    

 

   

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語 
【教材提示、思考を深める活動、協働】 

小学４年生 
本庄市立本庄西小学校 

教師は物語の全文が入力されたド

キュメントを児童に配布します。

共同編集機能を活用し、リアルタ

イムでお互いの読みを確認し、考

えを深め、広げられるよう支援し

ます。 

児童は気持ちを表す言葉を見付け

てサイドラインを引いたり、叙述を

基に想像したことをコメント機能

で書き込んだりして考えを共有し

ます。 

書写 
【個に応じた学習、思考を深める活動】 

小学６年生 
寄居町立男衾小学校 

 

教師から送付された文字を児童

が操作して、適切な文字の大きさ

や配置を考えています。 

前時に書いた文字と本時に書い

た文字を比較できるようにし

て、文字の変容がわかるように

し、本時のねらいが達成できた

かどうか振り返らせます。 
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２ ＩＣＴ機器・学習者用端末等の活用例



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 算数 
【発表・話合い】 

社会 
【教材提示、発表・話合い】 

小学６年生 
秩父市立影森小学校 

小学５年生 
皆野町立皆野小学校 

 

教師は、児童から送られてきたものを

全体に共有し、発表させたり説明させ

たりします。また、ノート・タブレッ

トともに学習記録が残り、タブレット

の画面での入力が苦手な児童にも対

応することができます。 

児童は教師から送付された資料

を読み取って、分かったことや気

付いたことをまとめています。 

児 童 は タ ブ レ ッ ト の 資 料 を 指 し 示 し た

り、伝えたい箇所を拡大してわかりやす

くしたりしながら「○○の資料から△△

ということがわかる」というように、根

拠を示して他の児童に説明しています。 

児童は、自分の考えをノートに書

き、写真を撮って学習支援ソフト

等に貼り付けます。児童はいつで

も自分の考えを見返すことがで

き、タブレット上で他の人の考え

をヒントにすることができます。 

- 26 -

２ ＩＣＴ機器・学習者用端末等の活用例



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

算数 
【教材提示、思考を深める活動】 

小学２年生 
美里町立松久小学校 

教師（Ｔ１）がもう一人の教師（Ｔ２）と

オンラインで会話することで、「離れた場

所で水筒のかさ比べをする」ために、「単

位量」や「共通の単位」の必要感をもたせ、

児童の追究意欲を高めます。 

「共通の単位」の必要感を

実感した児童は、「同じコッ

プ」として、「dL ます」を用

い、かさ比べをします。 

  数学 
【個に応じた学習、発表・話合い】 

中学２年生 
秩父市立尾田蒔中学校 

教師から送付された図形の等し

い角や線分に印をつけ、根拠を明

らかにして、記入しています。必

要な生徒は教師からのヒントを

開いて内容を確認していました。 

タブレットを使い、内容を共有

しています。根拠となることが

らを明らかにして得られた等し

い部分を用いて、合同な図形の

証明を行っていました。 
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２ ＩＣＴ機器・学習者用端末等の活用例



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

理科 
【教材提示、表現・制作】 

中学２年生 
秩父市立吉田中学校 

教師は、ジグソー法を活用した授業にお

いて A～D のエキスパート資料（ワーク

シート）を端末上に配布しました。生徒

は担当となった学習課題に、他班の担当

者と共に協調的に取り組みます。 

生徒は、ジグソー活動やクロスト

ーク活動では、より共同作業のし

やすいホワイトボードを用いて情

報をまとめたり、発表や質疑を行

ったりして学びを深めました。 

理科 
【個に応じた学習、思考を深める学習】 

中学３年生 
上里町立上里北中学校 

 教師は基礎・基本の定着のため

に、子から孫への遺伝の組み合わせ

をタブレットで可視化して考えられ

るように教材を作成しました。 

 各ペアの検証結果をタブレットの

スプレッドシートに入力させて、ク

ラス全体の結果をすぐに整理できる

ようにしました。 

 生徒は個人で遺伝の組み合わ

せを考えた後に、グループで確

認し、孫の代の遺伝子の型と形

質を予想していました。 

 実験結果の共有では、すぐに

クラス全体の結果が示され、結

果から３：１という規則性を見

いだすことができました。 
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２ ＩＣＴ機器・学習者用端末等の活用例



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

音楽 
【個に応じた学習】 

小学２年生 
皆野町立皆野小学校 

鍵盤ハーモニカの範奏の様子を予め撮影しておくことによって、範奏を

聴かせながら、個に対応した机間指導をすることができます。 

音楽 
【教材提示】 

小学１年生 
熊谷市立星宮小学校 

教師は、プログラミング機能を使

って音楽作りができるシートを

児童に配布します。児童は、リズ

ムカードを並べて作ったリズム

をもとに、プログラミング機能を

活用して音楽を組み立てていき

ます。  

プログラミング機能を通し、作成し

たリズムを客観的に聴き、『おまつ

り音楽』のイメージに合うリズムへ

とさらに工夫していました。また、

作ったリズムを友達と聴き合い、音

楽のよさや面白さや学習の成果を

実感できるきっかけにしていまし

た。 

- 29 -

２ ＩＣＴ機器・学習者用端末等の活用例



 

 

 

 

 

    

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鑑賞用のフォルダを作成して保

存し、他のクラスや以前の曲と比

較させています。気付きを広げ、

深めることにつながっています。 

音楽 
【発表・話合い、協働】 

教師は、曲の鑑賞で気付いたこと

を紙のワークシートに記入させ、

タブレットで写真を撮らせ、個々

の画像を学級全体で共有させま

す。児童は、自席で多くの友達の

考えに触れます。 

小学３年生 
深谷市立花園小学校 

美術 
【教材提示】 

中学３年生 
熊谷市立三尻中学校 

鑑賞教材について、拡大図や

発問形式のプレゼン資料を

作成し、視覚的に分りやすい

支援を充実させています。 

 

大型モニタ、教科書、学習者用端

末、ワークシート、それぞれの利

点を生かし、生徒が主体的に情報

をまとめることのできる教材を

充実させています。 
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２ ＩＣＴ機器・学習者用端末等の活用例



 

 

 

 
 

 

 

 
 
 
 

 

 

体育 
【教材提示、個に応じた学習】 

小学３～６年生 
神川町立神泉小学校 

教師は、撮影した動画を視聴させ、

児童は自分の技の課題を見つけよ

うとしていました。 

児童は本時で学んだ内容を振り返り、

タブレット端末に入力しています。前

時にどこまで達成できていたのか、自

分の学びの変容をタブレットを通し

て確認することができます。 

生活 
【思考を深める活動、発表】 

小学２年生 
深谷市立花園小学校 

１枚目の資料から気付いたこと

を全体で共有した後、残り４枚の

資料は個別学習とします。ICT の

活用により、個別最適な学びと協

働的な学びをバランスよく取り

入れています。 

教師は、事前に町の図書館で撮っ

てきた写真を児童のタブレット

に送付します。児童は、学校図書

館との類似点や相違点を考えな

がら比較し、分類します。 
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２ ＩＣＴ機器・学習者用端末等の活用例



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師は、整理されていない場面の

画像を児童に送付します。児童は

その画像を読み取り、解決すべき

問題点を見つけ解決方法をタブレ

ット上にメモをします。 

家庭 
【思考を深める活動】 

 技術分野 
【個に応じた学習、協働での意見整理】 

小学５年生 
熊谷市立石原小学校 

中学３年生 
本庄市立本庄東中学校 

児童は、他者の解決方法を参考にし

て、整理整頓のよさや工夫について

考え、自分の言葉でタブレット上に

まとめます。 

 

生徒は、付箋機能を活用し、他者

から書き込まれる情報を手がかり

として、自分の作成したプログラ

ムの改善に生かします。 

 

生徒は、自分が作成したプログラム

を実行し、他者と比較することによ

って、課題の解決方法には様々なも

のがあることに気づきます。 
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２ ＩＣＴ機器・学習者用端末等の活用例



 

 

 

 

 

    

 

 

 

  

 

 

 

 
 
 
 

 

 

道徳 
【教材提示、話合い】 

小学４年生 
長瀞町立長瀞第一小学校 

教師は、プロジェクターを用いて

場面絵を示しながら登場人物や条

件・状況を理解させていました。 

教師は、デジタル資料の中に思考ツール

を入れ、児童が入力することで自分の立

場を表明したり、そう思った根拠を示し

たりすることができていました。  

外国語 
【発表・話合い】 

小学６年生 
皆野町立皆野小学校 

ALT に各自のおすすめの国を

英 語 で 伝 え る た め に 、 画 面 を

ALT に見立て発表練習し、他の

児童と共有し助言し合います。 

発表練習後にはタブレットで録

画した映像で、各自が振り返り、

単元のゴールに向けて再度練習

して次時へつなげます。 
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２ ＩＣＴ機器・学習者用端末等の活用例



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国語 
【個に応じた学習】 

中学２年生 
神川町立神川中学校 

デジタル教科書を使っ

て、各自のペースで自

分のつまずく英語表現

を何度も繰り返して音

読します。 

教師はゴールを本文の

役割演技としデジタル

教科書を使って個別に

音読練習のできる時間

を設定します。 

モデルの音声に続けて

音読したり、同時に読

んだりすることで場面

に応じた抑揚や流暢さ

を習得していきます。 

総合的な学習の時間 
【教材提示、個に応じた学習】 

小学６年生 
熊谷市立新堀小学校 

 児童は教師から送付された「避

難所で健康的に生活するための工

夫」についてのメモシートを見な

がら、情報の集め方や集める際の

留意点を確認します。 

 児童はタブレット PC を活用

し、避難所で健康的に生活するた

めの工夫として、衣食住や感染症

対策、ライフライン、プライバシ

ー等についての情報を集め、メモ

シートに入力し、教師に提出しま
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２ ＩＣＴ機器・学習者用端末等の活用例



 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

総合的な学習の時間 
【表現・制作】 

中学１～３年生 
寄居町立男衾中学校 

グループごとに、インパクトでコン

パクトな紹介動画になるよう、「町

民向け」「観光客向け」と対象を指

定することで相手意識を高めて、協

議しました。 

生徒は、タブレット PC の動画

プレゼンテーションソフトを活

用し、調べて分かった町のよさ

を「寄居町の紹介動画」として

作成しました。 
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２ ＩＣＴ機器・学習者用端末等の活用例



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

P.36 ～ P.57 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 主体的・対話的で深い学びの実践集 

 



【小学校】算数 

  令和４年１０月２０日（木） 本庄市児玉文化会館 

  授業提案者 北部教育事務所指導主事 松本 美香 

 

１ 授業のポイント 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的・対話的で深い学びの実践集   学力向上授業研究会 編 

(1)全国学力・学習状況調査問題の活用 

・算数と日常生活とのつながりについて理解を深めることができるようにする 

・算数を主体的に生活や学習に生かそうとする力を育成することができるようにする  

・児童に身に付けてほしい力を日常の授業で培うことができるようにする 

・子ども目線で考え、明日からの授業改善に生かすことができるようにする  

(2) 日常の具体的な場面に対応させながら、理解できるようにする 

 〇数量が変わっても割合は変わらないことを理解する 

   ・児童との対話、やりとりから問題場面を想起できるようにする 

  ・具体物を提示し、問題を視覚化する 

  ・具体物の操作を見せ、実際の生活経験を想起できるようにする 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 〇生活体験を基にした判断と計算で求めた結果を関連付ける 

    ・日常の経験から判断したことを図、数、式、表、絵や言葉など 

様々な方法で表現して共有する 

・表や図で表現したものと、式の結果が同じになることを確認するこ

とができるようにする 

・児童の考えを取り上げ、式や計算のよさを価値付ける 
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３　主体的・対話的で深い学びの実践集



・本日模擬授業を受けて、具体物があると生活と数学的な活動が結び

付けやすくなると思った。また自力解決のヒントにもなることがわ

かった。 

・日常生活と数学的活動を行き来し、図や表、グラフでのイメージを

式で理解できるように指導することが重要であることが分かった。 

・図や式、言葉に頼って、自分自身具体物を使って視覚的に訴えると

いうことをしていなかったな、と自分の授業を反省することができ

た。 

・プログラミングや ICT など、使うこと自体が目的になってしまうの

ではなく、子供達の思考力を伸ばしていける授業づくりを大切にし

ていこうと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 参加者の感想 

 

 

 

 

(3) 図形の構成の仕方について考察し、改善することができるよう

にする 

 〇図形の性質の違いに着目し、作図のプログラムを改善する 

・作図はコンパスや定規を使うだけでなく、多様な方法があるこ

とを知ることができるようにする 

・作図できなかった場合に、試行錯誤しながら理由を考察するこ

とができるようにする 

・正方形のプログラムを基に、正三角形のプログラムについて見

直し、改善する。同時に理由についても考えることができるよ

うにする 

・学習したプログラムを基に、正多角形の作図を発展的に考察する 

 

 〇コンピューターの特徴を人間が生かして活用する 

コンピューター 

・プログラムされたことを、正確に間違えずに行うことができる 

・処理速度が速いが、自身で間違えを正すことはできない 

人間 

・コミュニケーションをとることで新しい考えを生み出すことが

できる 

・コンピューターを課題解決のツールとして使うことが重要である 
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３　主体的・対話的で深い学びの実践集



学力向上授業研究会 模擬授業①指導案                    R4.10.20（木） 
〇 単元名 割合 
〇 本時について 
（１）本時の目標 
・日常生活の問題（活用問題）を割合を活用して説明することができる。〈思考力、判断力、表現力等〉 
（２）展開 

学習活動 
教師の発問（◎） 

予想される児童の反応（・） 

評価規準（◇） 
支援（⇒） 

指導上の留意点（〇） 

時 
間 

１  問 題 を 把 握
し、課題を見
いだす。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

◎飲み物が１ になるとは、どういうことですか。 
・飲み物を半分に分けること。 
・等しく２つに分けること。 

 

◎飲み物が１ になると、果汁の割合はどうなりま
すか。１〜３から選んで、ノートに理由も書い
てください。 
・飲み物が半分になるから、果汁の割合も半分

になる。（１を選択した児童） 
・飲み物が半分になるから、果汁は濃くなるの

で 2 倍。（２を選択した児童） 
・飲み物を半分にすると 20％が２つになるか

ら、40％（2 倍）になる。（２を選択した児童） 

〇日常生活の場面を想起
させるように具体物を
提示する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇「１ になる」は、２つに
分けた１つ分ではなく、
等しく半分に分けるこ
とであることを実演か
ら確認する。 

 
〇色・濃さ・味などは、感

覚ではあるが、具体物に
より視覚的にとらえや
すくする。 

 
 

10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

りんごの果汁が 20％含まれている飲み物が
500mL あります。この飲み物を２人で等し
く分けると 1 人分は 250mL になります。 
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２  本 時 の 課 題

をつかむ。 
 
 
３  見 通 し を 持

ち、自力解決
をする。 

 
 
４  そ れ ぞ れ の

考 え 方 を 発
表し、話し合
う。 

 
 
 
 
 
 
５  本 時 の ま と

めをする。 
 
 
 
６  適 用 問 題 に

取り組む。 
 
 
 
 
７  本 時 の 学 習

の 振 り 返 り
をする。 

・飲み物を２つに分けても、味（色・濃さ）は
変わらないから変わらない。（３を選択した
児童） 

 
 
 
 
 
◎説明するには、どんな方法がありますか。 

・図（や絵） 
・式（や計算） 
・言葉 

 
◎小グループでお互いの考えを説明しましょう。 
 
◎これまで話し合ったことでどんなことが分か

りましたか。 
・図や式から、分けたときの割合が変わらない

ことがはっきりと分かる。 
・ふだんのことが算数を使って説明すること

ができると分かった。 
・１つの考えにもいろいろな表し方がある。 

 
 
 
 
 
 
◎果汁 20％の飲み物が２つのコップに 250mL 入

っています。この２つの飲み物を大きな１つの
コップに入れたとき、果汁の割合はどうなるか
説明しましょう。 

 
 
◎今日の学習を振り返り、普段の生活のことや次

に学んでみたいことを書きましょう。 
 

〇ここでは、日常生活との
つながりや具体物を通
して、３が正しいことを
伝える。 

 
 
 
 
〇今までに使った方法で

説明できそうだという
ものを考えさせる。 

⇒手が止まっている児童
にはヒントカードを出
したり、個別に支援した
りし、自分の考えが持て
るようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇日常生活の問題（活用問

題）を割合を活用して説
明することができる。
【思・判・表】（ノート・
行動観察） 

 
 
〇振り返りの視点におい

ても、普段（日常）の生
活について触れ、生活と
算数が結びついている
ことを実感できるよう
にする。 

 
 
 
 
３ 
 
 
 
15 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
４ 

 

飲み物の量が１ になっても、果汁の割合が変わらないことを 
説明するには、どうしたらよいか。 

飲み物の量が１ になっても、果汁の割合が変わらないことを 
説明するには、絵や図、式や言葉を使うとよい。 
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学力向上授業研究会 模擬授業②指導案                    R4.10.20（木） 
〇 単元名 多角形と円をくわしく調べよう   
〇 本時について 
（１）本時の目標 

・正多角形の性質に着目して、正多角形をかくプログラミングについて筋道を立てて考え、説明
することができる。〈思考力、判断力、表現力等〉 

（２）展開 

学習活動 
教師の発問（◎） 

予想される児童の反応（・） 

評価規準（◇） 
支援（⇒） 

指導上の留意点（〇） 

時 
間 

１  問 題 を 把 握
し、課題を見
出す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図形を書いて見せる） 
◎この図形を何と言いますか。 

・正方形 
◎正方形は、どのような図形ですか。 

・４つ辺の長さが同じ 
・４つの角がすべて 90°（直角） 

（車を使って） 
◎この３つの命令文を使って、正方形を書かせ

るには、どのようにしたらよいですか。 
・５㎝の直線を引く 
・左に 90°回転する 
・それを 4 回繰り返す 

 
◎この図形を何と言いますか。 

・正三角形 
◎正三角形は、どのような図形ですか。 
 ・３つの辺が同じ 
 ・３つの角がすべて 60° 
◎正三角形を書くには、どのようにしたらよい

ですか。 
・5 ㎝の直線を引く 
・左に 120°回転する 
・それを３回繰り返す 

 
 
◎この図形は何と言いますか。 

・正五角形 
◎正五角形は、どのような図形ですか。 

・５つの角がある 
・５つの辺の長さが同じ 
・１つの角は・・・ 

〇正方形と正三角形の性
質を確認する。 

 
 
 
 
〇プログラミングした命

令文は図形の性質がも
とになっていることが
理解できるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
⇒2 つ目の命令文を「左に

60°にしてしまう児童
が多いと考えられる、そ
こで、間違いをもとにど
こが 60°なのかを確認
し、求める角度に気付か
せる。 

 
〇２つの図形のプログラ

ムと同じように、図形の
性質を基にすればかけ
そうだということわか
り、正五角形では、内側

10 
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２  本 時 の 課 題

をつかむ。 
 
３  見 通 し を 持

ち、自力解決
をする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎どのようにしたら、正五角形をかくことがで
きそうですか。 
・５㎝の直線を引く 
・左に〇°回転する 
・それを５回繰り返す 

 
 
 
 
◎どのようにすれば求められるでしょうか。 

・正三角形と同じように外側の角度を求める。 
・正五角形の内側にある一つの角を求めれば

できる。 
・180 から内側の角度を引けば、回転する角度

を求めることができる。 
 
◎正五角形の内側の角度を求めるにはどうした

らよいか。 
・補助線を引く。 
・正五角形は三角形がいくつ分かを考える。 
・対角線を引いて、一つ分の角を求める。 
・正五角形は、中心の角を５つに分けてかくこ

とができたことをもとにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・正五角形を書くには 

 
 
 
 
 
 

の１つの角を求めなけ
ればならないことに気
付かせる。 

 
 
 
 
 
 
〇5 年（上）「図形の角を調

べよう」と（下）正多角
形を円を使って作図を
する等の既習事項を使
えるよう助言する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
３ 
 
 
15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正多角形をかくために、どんな命令を出したら 
よいか。 

正五角形は３つの三角形に分
けることができる。 
正五角形の角の大きさの和は 

180×3＝540  540° 
５つの角があるので 

540÷5＝108  108° 
 

180－108＝72  72° 

・５㎝の直線を引く 
・左に 72°回転する 
・それを５回繰り返す 
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４  そ れ ぞ れ の

考 え 方 を 発
表し、話し合
う。 

 
 
５  本 時 の ま と

めをする。 
 
 
 
６  適 用 問 題 に

取り組む。 
 
７  本 時 の 学 習

の 振 り 返 り
をする。 

◎正六角形ではどうか。 
・正三角形の 1 つの角は 60°だから 

60×2＝120 
180−120＝60   60° 

 
・360÷６＝60 

60×2＝120 
180−120＝60   60° 
 

・正六角形は４つの三角形に分けることができ
る。正六角形の角の大きさの和は 
180×4＝720  720° 
６つの角があるので 
720÷6＝120  120° 
180−120＝60   60° 

 
・正六角形を書くには 

 
 
 
 
 
◎正多角形をプログラムするために、共通する

ことはなんですか。 
 ・１つの角を求めて、180°から引く。 
 ・同じ長さの辺や角と（正五角形なら 5 回。正

六角形なら６回）同じ回数繰り返す。 
 
 
 
 
 
 
◎その他の正多角形もやってみましょう。 
（正八角形） 
 
◎今日の授業で分かったことや考えたことなど

を振り返りましょう。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇正多角形の性質に着目

して、正多角形をかくプ
ログラミングについて
筋道を立てて考え、説明
することができる。【思・
判・表】（ノート・行動観
察） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎プログラミングができ

た否かという振り返り
でなく、プログラミング
に必要なことは何かに
ついて振り返りができ
るよう助言する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 
 
 
 
 
 
 
３ 
 
 
 
５ 
 
 
３ 

 

正多角形の１つの角を求めてから回転する角度
を求める。等しい辺の数だけ繰り返す。 

・５㎝の直線を引く 
・左に 60°回転する 
・それを６回繰り返す 
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(1) 道徳科の目標・特質を踏まえた展開 
  【特質】 

  〇道徳的価値の理解  

   →教材を通して、価値の大切さを理解する 

 

 

  〇自己を見つめる 

   →教材を通して理解した価値について、過去の自分自身はどうだったか 

    振り返る 

 

 

 

  〇人間としての生き方についての考えを深める 

   →過去の自分を振り返ることで、これからの思いや願いについて考えを 

    深める 

 

 

 

(２) 考え、議論する道徳 

  〇考える →主体的に、自分とのかかわりで考える 

  〇議論する→多様な感じ方・考え方に触れ、 

        交流する 

        （＝話合い活動） 

(３) 展 開 

  〇板書 

   →流れを止めないように、『1 人が 

    発言したら板書する』ことを繰り 

    返すのではなく、まとめて書く。 

  〇発問 

   →生徒とのやり取りを１往復で終わりにするのではなく、 

    問い返しをして、その発言（言葉）に 

    隠れている本音を引き出す。その際、 

    １対１（教師 対 １人の生徒）のやり 

    とりだけでなく、１人の考えを深めた 

    り全体に広げたりしながら、一人一人 

    の考えが深まるようにする。 

【中学校】特別の教科 道徳 

       令和４年１１月１０日（木） 熊谷地方庁舎 

       授業提案者 北部教育事務所指導主事 亀田央葉 

 

 

１ 授業のポイント 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

主体的・対話的で深い学びの実践集   学力向上授業研究会 編 

【問い返しの役割】

・確認、焦点化 

・根拠、理由 

・言い換え 

・比較 

・具体化 

・批判、反例 等 

発問：動物園の規則にはどんな意味が込められているのでしょう。 

発問：これまできまりやルールを守ってきたでしょうか。守れなか  
   ったとしたらそれはなぜでしょう。 

発問：今日の学習を通して、あなたにとって規則を守ることとはどん 
   なことでしょう。 

模擬授業で用いた問い返しの一部 
・それってどういうこと？もう少しくわしく教えて。 
・〇〇さん、今、すごく頷いていたけど。 
・そういう思いの人いる？ 
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・ドキドキしながら自分の考えを言ったり、それを受け止め、さらに 

 周りへ広げてもらえたうれしさなどが体験できた。 

・私が得た大きな学びは「対話」である。 

・自己の考えの根拠や自覚、新しい視点で考えることができ、より自 

 分自身の価値観も深まったように思う。 

・生徒役として授業を受け、問い返しの力を肌で感じることができた 

 ので、よかったなと思う。 

・「問い返し」によって授業が深まったり、ボードにまとめて生徒の 

 意見を書くことで、言葉のキャッチボールを止めずに授業が進んだ 

 りと、今後の授業に活かしていきたい部分がたくさんあった。 

・問い返しの視点で授業を受けてみて、自分の思考が常に動いていた 

 という実感があった。 

・思考が広がっていくことが実感できる授業でした。思考を広げてい 

 くためにも「問い返し」の重要性を強く感じた。 

・道徳科はなぜ必要なのか、子供たちにどう教えていくのか考えるこ 

 とができた。 

・道徳の授業で活発に発言が飛び交ったり、内容項目について深く考 

 えさせたりするためには、発言に対して深く踏み込んだり、周りに 

 広げたりする問い返し、考え込まれた発問がいかに大切かというこ 

 とを改めて学ぶことができた。 

・中学校の先生と一緒に話し合いをすることができ、将来を見据えた 

 授業づくりをしていきたい。 

・考えることが終わらない、自分の意見だけでなく、他者の意見を全 

 体で深めていく授業、発問、問い返しを今後実践していきたい。 

 

 

(4) 協 議 

 ①「問い返し」とは？       ②どんな「終末」にするか？ 

  

    

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   
 

２ 参加者の感想 
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第〇学年〇組 道徳科学習指導案 
令和４年１１月１０日（木）第〇校時 

授業者     亀田 央葉 

 

１ 主題名 法やきまりの意義  内容項目[C 遵法精神、公徳心] 

 

２ ねらい 法やきまりの意義について多面的・多角的に考えることを通して、秩序と規律ある安 

      定した社会を実現しようとする態度を育てる。 

  教材名 二通の手紙（出典：「私たちの道徳」文部科学省） 

 

３ 主題設定の理由 

（１）ねらいや指導内容について 

   本時は、内容項目「法やきまりの意義を理解し、それらを進んで守るとともに、そのよりよ 

  い在り方について考え、自他の権利を大切にし、義務を果たして、規律ある安定した社会の実  

  現に努めること。」に関するものである。 

   遵法精神は、公徳心によって支えられている。公徳心とは、社会生活の中で守るべき正しい 

  道としての公徳を大切にする心である。法やきまりについては、その遵守とともに、一人一人 

  が当事者として関心を持つことが大切であり、在り方について考えることが必要である。自ら 

  に課せられた義務を果たすことが、結果として規律ある安定した社会の実現に貢献することに 

  なる。 

   指導に当たっては、法やきまりは自分自身や他者の生活や権利を守るためにあり、それを遵 

  守することの大切さについての自覚を促すことが求められる。自他の権利を大切にし、義務を 

  果たすことで、互いの自由意思が尊重され、結果として規律ある安定した社会が実現すること 

  を理解したうえで、社会の秩序と規律を自ら高めていこうとする意欲を育て、日々の実践に結 

  び付ける指導が必要となる。さらに、法やきまりの他律的な捉え方を越え、「尊重したいから 

  守る」という自律的な捉え方ができるようになるため、遵法精神には「自分を裏切らない」と 

  いう自尊心と、目の前の相手の心情に思いを巡らせ、外見からはうかがい知れない人の心情を 

  想像できる思いやりの心が関わってくることに気付かせる指導が求められる。自分たちが社会 

  の構成員の一人であることの意識をもちながら、「私」を大切にする心と「公」を大切にする 

  心の関係について考えを深めさせることが望ましい。 

 

（２）これまでの学習状況及び生徒の実態について 

     － 省 略 ― 

 

 

 

（３）教材の特質や活用方法について 

   本教材は、動物園の飼育係をしている元さんは、動物園の規則を知りながら幼い姉弟の思い 

  に共感し、入園させてしまう。元さんの行為は、姉弟の母親からは感謝されることになった 

  が、規則を破って入園させたことから懲戒処分を受けることになる。その後、元さんは自ら職 

  を辞するという話である。 

   主に、次の場面を話し合うことにする。 

  ①元さんが、幼い姉弟を入園させる場面。 

ねらいとする道徳的価値に関連する生徒のこれまでの学習状況や実態、教師の願いを記述する。 
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   規則を知りながら、自分の思いを優先させ姉弟を入園させた元さんの気持ちを考えさせる。 

  ②閉門時刻を過ぎても姉弟が戻って来ず、園内職員で捜索が始まり、連絡を待っている場面。 

   姉弟を入園させた結果問題となり、２人に対する思いや多くの人に迷惑をかけてしまった気  

   持ちを考えさせる。 

  ③母親からの手紙と懲戒処分の通告の二通の手紙を机の上に並べ、見比べている場面。 

   二通の手紙から規則を守ることについて考えさせる。 

  以上の理由から、本主題を設定した。 

 

４ 学習指導過程 

段階 学習活動と主な発問 予想される生徒の反応 ・指導上の留意点☆評価の視点 

導

入 

１ 新聞記事を読み、感 

 じたことを発表する。 

・「乗り違い受験生に新幹 

 線温情停車」（新聞記 

 事）についてどう思い 

 ますか。 

 

・本当はダメなことだけど、 

 理由を考えると仕方がない 

 ことだと思う。 

・困っている人のためだから 

 よい。 

・優しいと思う。でも、元々 

 停まらない駅なのだから、 

 規則は守った方がよかった 

 のかもしれない。 

・新聞記事を見せ、ねらいとす 

 る道徳的価値への方向付けを 

 する。 

展

開 

２ 教材「二通の手紙」 

 を聞き、話し合う。 

 

(1)元さんはどんな思いか  

   ら規則を破ってまで二 

   人を入園させたのでし 

  ょう。 

 

 

 

 

(2)連絡を待っている元さ   

  んは、どんなことを考 

   えていたでしょう。 

   

 

 

 

 

 

 

 

(3) 二通の手紙を机に並

べたとき、元さんが考え  

 

 

 

・誕生日だから入れてあげた 

 い。 

・ダメだとわかっているけれ 

 ど、今回は特別に入れてあ 

 げたい。 

・弟を思う姉の思いを叶えさ 

 せてあげたい。 

 

・無事に見つかってほしい。 

・二人に何かあったらどうし 

 よう。 

・入れなければよかった。 

・規則をきちんと守ればよか 

 った。 

・一緒についていけばよかっ 

 た。 

・みんなに迷惑をかけてしま 

 った。 

 

・姉弟のことを思うと入園さ 

 せたのはまちがいではなか 

・元さんの人柄（誰もが感心す 

 るほどの働きぶり、真面目） 

 を押さえる。 

・規則を知りながらも自分の感 

 情を優先させたことを捉えら 

 れるようにする。 

・規則を破ってまで姉弟を入園 

 させた元さんに共感し、例外 

 を認めようとするときの気持 

 ちを考える。 

 

・無事を祈る思い、不安、心 

 配、後悔、迷惑をかけたな 

 ど、様々な思いがあることを 

 捉えられるようにする。 

・よかれと思ってしたことが、 

 周りに迷惑をかけてしまった 

 に気付けるようにする。 

・元さんの行動が結果的に問題 

 になってしまったことを押さ 

 える。 

 

・母親の手紙から、姉弟の思い 

 を叶えさせることができ、喜 
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  させられたことは何で  

   しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 二通の手紙を見比べ 

    て元さんはどんなこ 

    とを考えていたでし 

  ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 動物園の規則にはど 

  んな意味が込められ 

  ているのでしょう。 

 ったし、子供たちの夢を叶 

 えさせることができた。で 

 も、姉弟を入園させたこと 

 は間違いだった。 

・自分の思いばかりを優先さ 

 せて無責任だった。 

・安全を考えたら二人のため 

 になっていない。 

・少しぐらいいいだろうとい 

 う甘い考えがあった。 

・母親からは感謝されたけ 

 ど、多くの人に迷惑をかけ 

 てしまった。 

・規則の意味を考えて判断す 

 ればよかった。 

・自分勝手な思いだけで規則 

 を破ってはいけない。 

 

【お母さんからの手紙】 

・二人が喜んでくれてよかっ 

 た。 

・思い出になってよかった。 

・二人に何もなくてよかっ 

 た。 

・無事だったからこのような 

 手紙をくれたんだ。 

・もし二人に何があったら取 

 返しのつかないことになっ 

 ていた。 

【懲戒処分】 

・この処分は仕方ない。 

・２人を入園させたことは無 

 責任な判断だった。 

・よかれと思ってしたことだ 

 けど、結果、多くの人に迷 

 惑をかけてしまった。 

・本当は子供たちのためにな 

 らなかったのかもしれな 

 い。 

 

・規則は命を守るためにあ 

 る。 

・みんなが安全で安心に過ご 

 んでもらえてうれしい思い、 

 懲戒処分の通告から、一人の 

 思いから入園させたことで騒 

 ぎになってしまったことやも 

 し姉弟に何かあったらという 

 思い、本当に姉弟のためにな 

 っていたのかという思い等を 

 多面的・多角的に考えられる 

 ようにする。 

☆母親から感謝の手紙が届き、 

 うれしく思う反面、自分の思 

 い、感情から規則を破ってま 

 でも入園させたことによる反 

 省、後悔等を多面的・多角的 

 に考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・社会的な視点で広く捉えて考 

 えられるようにする。 

・規則にはすべての人々が安心 

同じ場面で、発問の仕方を

変えると・・・ 
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(4)なぜ規則があるので  

  しょう。 

 

 

 

３ 自己を見つめ、生き 

 方についての考えを深 

 める。 

・これまできまりやルー 

 ルを守ってきたでしょ 

 うか。守れなかったと 

 したらそれはなぜでし 

 ょうか。今日の学習を 

 通して、あなたにとっ 

 て規則を守ることとは 

 どんなことでしょう。 

 せるように規則がある。 

・集団の秩序を守るために規 

 則がある。 

・個人の感情などに左右され 

 るときまりがきまりではな 

 くなる。すべての人を守る 

 ために規則がある。 

 

・これまでは、守るように言 

 われてきたから守っている 

 程度だった。これからは、 

 規則やきまりの意味を考え 

 て生活していこうと思う。 

・規則やきまりを守ることを 

 人に言われるから守ってき 

 たけど、いやだなと思うこ 

 ともあった。でも、自分や 

 他の人の生活を守るための 

 ものだと考えたから、自分 

 だけでなく、みんなのため 

 にきまりを守っていきた 

 い。 

・「少しくらい守らなくても 

 いいや」と思っていたけ 

 ど、みんなが安全に安心し 

 て生活するためにあること 

 がわかった。優しさも大事 

 だけど、みんなが幸せに生 

 活するためにきまりは守っ 

 ていこうと思う。 

 して生活できるようにするた 

 めの大きな意味が込められて 

 いることを考えさせ、本時の 

 ねらいに迫り、道徳的価値の 

 理解を深める。 

 

 

 

・書く活動を取り入れ、道徳的価

値に対して今までの自分をじ

っくりと見つめ、これからの

生き方について考えが深まる

ようにする。 

☆法やきまりの意義について自

分を振り返り、秩序と規律を

高めていくことの大切さにつ

いて自分との関わりで考え、

ノートに記入している。 

 

終

末 

４ 

 

 

   

 ・規則を守ることの大切さを感 

 じ、自他の権利を大切にし、 

 遵守しようとする意欲を高め 

 る。 

 

５ 他の教育活動との関連 

    － 省 略 ― 

 

６ 評価の視点 

 【物事を多面的・多角的に考えている様子】 

  ・主人公に自分を投影し、主人公の揺れる思いを多面的・多角的に考えている。 

 【道徳的価値についての理解を自分との関わりで深めている様子】 

  ・法やきまりの意義について、自分との関わりで考えている。 

同じ場面で、発問の仕方を

変えると・・・ 
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７ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二
通
の
手
紙 

 
 

 
 

数
十
年 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

勤
勉
・
真
面
目 

 
 

 
 

 
 

 

入
園
終
了
時
刻 

 
 

 
 

誰
も
が
感
心 

 
 

 
 
 

 
 

 

保
護
者
同
伴 

 
 

 
 

仕
事
が
生
き
が
い 

 
 
 

 
 

   

・
見
せ
て
あ
げ
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
入
れ
て
あ
げ
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

・
誕
生
日
だ
か
ら
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

・
今
日
は
特
別
に
。 

    
 

 
 

 

・
入
れ
な
い
方
が
よ
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 

・
何
か
あ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。 

 
 

 
 

 

・
無
事
に
見
つ
か
っ
て
ほ
し
い
。 

    
 

 
 

 
 

 
 

 

・
入
園
さ
せ
た
の
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
け
ど
、
間
違
い
だ
っ
た
。 

 

・
自
分
の
思
い
ば
か
り
優
先
さ
せ
て
、
無
責
任
だ
っ
た
。 

 

・
安
全
を
考
え
た
ら
二
人
の
た
め
に
な
っ
て
い
な
い
。 

 

・
少
し
ぐ
ら
い
い
い
い
と
思
っ
た
け
ど
考
え
が
甘
か
っ
た
。 

 

・
お
母
さ
ん
か
ら
感
謝
さ
れ
た
け
ど
、
多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
た
。 

 

・
自
分
勝
手
な
思
い
で
規
則
を
破
っ
て
は
い
け
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

     

場
面
絵 

や
っ
と
入
れ
る
と

思
っ
た
の
に 

弟
の
誕
生
日 

 
 

 
 

だ
か
ら 

入
園
終
了
時
刻
過
ぎ
る 

閉
門
時
刻 

母

親

か

ら

の
手
紙 

懲
戒
処
分
の

通
告 

元さん 

規則 

戻
っ
て
こ
な
い 

・
命
を
守
る
た
め
。 

・
み
ん
な
が
安
心
・
安
全
に
過

ご
す
た
め
。 

・
集
団
の
秩
序
を
守
る
た
め
。

・
す
べ
て
の
人
を
守
る
た
め
。

規
則
に
込
め
ら
れ
た
思
い
と
は
？ 
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【中学校】外国語（英語） 

  令和５年２月２日（木） 神川町立神川中学校 

  授業提案者 神川中学校 佐瀬 良介 教諭 

 

１ 授業のポイント 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的・対話的で深い学びの実践集   学力向上授業研究会 編 

(1)Small Talk の充実を図る実践 

〇 Small Talk 
 身近な話題について児童生徒同士がやり

とりをする言語活動である Small Talk

に年間を通して取り組み、既習表現の定

着や会話を続けるための基本的な表現を

学ばせていく。 

〇 Teacher's Talk 
 教師と生徒のやり取りを通して、Student Chat の内容を想起で

きるようにする。 

〇 Topic(s) 
  Topic は与えるが決まった話型は与えず、生徒たちが既習の表現で

Topic について話を継続することで内容を深めていく。 

〇 Student Chat 
  生徒同士での対話。生徒は相手を替えて４回やり取りを繰り返

す。教師は生徒の表現や変容を見取り、中間指導を入れ好事例やエ

ラーについて全体にフィードバックしていく。 

〇 Feedback 
 １回目は内容面、２回目は応答表現、３回目は言語面、４回目は統

合的なフィードバックを行うことで、Topic について徐々に深めて

いく。 

〇 Small Talk の指導過程 
 ① Interactive Teacher Talk 
  指導者と生徒による簡単なやり取りを 

   通して、話題や言い出し方を提供する。 

 ② S-S Interaction 1 
  生徒同士でやり取りする。 

 ③ Sharing 
  伝えたいことを言えるように、既習表現を想起できるようにする。

 ④ S-S Interaction 2 
  相手を変えてもう一度生徒同士でやり取りすることで、既習表現

を活用できるようにする。 

  ⑤対話を続けるための基本的な表現の共有 
  繰り返し、一言感想、確かめ、さらに質問等で対話を継続できる

ようにする。 
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・Small Talk の進め方やデジタル教科書の活用法など悩んでいた点を学

べる機会になりました。生徒たちが本当に言いたいことを大切にする授

業づくりを行っていきたい。 

・Small Talk の中間指導における、内容面と言

語面を分けた指導が大変分かりやすく、生徒の

変容を見て取ることがでた。 

・中間指導のポイントが明確で、生徒たちの気づ

きを大切にし、変容につなげていました。即興

性だけでなく英語での会話を楽しむ力も伸び

ていると感じた。 

・デジタル教科書を使って生徒一人一人が自己調整している場面を見るこ

とができ、自校での授業に生かしたい。 

・小中が混じり、グループ協議をすることで、お互いの校種の考えを交流

できた。小学校の外国語の発展が具体的になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 参加者の感想 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 学習者用デジタル教科書を使った音読練習 

〇生徒が学習者用デジタル教科書を使用し

て、授業中はもちろん家庭学習においても

個人のペースで学習を進めることができ

る。（個別最適な学び） 
 
〇生徒が音読練習における各自のつまずきや

課題に応じて、再生方法やスピードを変え

ることにより、自己調整をしながら取り組

むことができ、確実な習得へつながる。 
 
〇音声読み上げ機能だけでなく、書き込み機

能を使うことで、初見で読んだ際のつまず

きを記録し、練習を繰り返すことで生徒自

身が自分の変容を確認することができる。 
 
〇学習者用デジタル教科書を使用し、音声モ

デルであるネイティブスピーカー等が話す

音声や英語の発音、リズムを繰り返し聞く

ことで習得を促すことができる。 
 
〇自分の音読を録音し確認することで、音声モデルが会話場面で話

す英語表現と比べたり、客観的に自己評価したりすることができ

る。 
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1 
 

第２学年１組外国語科学習指導案 

令和５年２月２日（木）第５校時 
場 所   ２年１組 
指導者   教諭 佐瀬 良介 

１ 単元名  Daily Life Scene 6 体調不良 
 
２ 単元について 

 本単元では、相手の病状をたずねたり、自分の体調を説明したりする場面の表現を学ぶ。相手の体調を気

遣ったり、自分の体調が悪い時に適切に説明してアドバイスを受けたりすることは、日常の中では頻繁に起

こりうることである。あるいは将来、旅行などで海外を訪れた時に旅先で具合が悪くなったりすることも十

分起こりうるため、自分の病状を説明する表現を身につけさせておくことは重要なことである。この単元を

通して、学校生活でＡＬＴの先生を気遣ったり、修学旅行中に外国の方を助けたり、将来海外に行った際に

自分の体調について英語を通して伝えることができる生徒を育てたい。また、４人組のグループ活動（ユニ

ット学習）を通し、自分たちでストーリーを考えることで、実際場面で活かせる思考力・判断力・表現力を

養っていきたい。 
 
３ 生徒の実態について 

 本学級の生徒は、英語の授業だけではなく、どの授業にも一生懸命取り組むことができる。人間関係も良

好で、ペアでの対話やグループ活動にも積極的に取り組むことができる。その際、英語が得意な生徒が苦手

な生徒に教えたり、苦手な生徒が積極的に質問したりするなど、学び合える雰囲気が醸成されている。そこ

で、「スモールトーク」の充実を図る。生徒同士のやりとり４回に対して、その都度、適切なフィードバック

を行い、生徒の言いたい表現を汲み取ったり、モデル生徒の表現を広めたりする。 
 また、埼玉県学力・学習状況調査の結果では、まとまった内容の英語を聞き取ったり、会話文の選択問題

で成果があった。一方で、英文や図表等から読み取る問題に対して苦手な傾向があった。英文の音読に関し

て苦手意識がある生徒が見受けられる。そこで、デジタル教科書を活用した音読に取り組むことで、英語の

型や使用場面の理解を深める。その際、言語面（文法や単語）についても丁寧に指導することで、課題に対

して自己で調整する力も育んでいく。 
 そのようにして、体調の悪い相手を気遣う場面や新出の英語表現を学ぶ中で、互いに学び合ったり助け合

ったりしていこうとする人間関係力も高めたい。 
 

４ 単元の目標 
   体調をたずねたり、助言をしたりするやり取りを演じ、自分たちで考えたやり取りをすることができる。 

  ・You look ~. （相手の様子を述べる）や I think you should ~.（助言する）などのなどの特徴やきまりを理 
   解している。＜知識及び技能＞ 

・場面・状況に合わせて、体調の悪い友達に、適切に相手の状況に合わせ、体調をたずねたり、助言して 
 いる。＜思考力，判断力，表現力等＞ 
・場面・状況に合わせて、体調の悪い友達に、適切に相手の状況に合わせ、体調をたずねたり、助言しよう 
 としている。＜学びに向かう力、人間性等＞ 

 
５ 単元の評価規準 

 （本単元における「聞くこと」「読むこと」「書くこと」については、目標に向けての指導は行うが、本単 

元内で記録に残す評価は行わない。） 

 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 

取り組む態度 

話すこと 
（やり取り） 

＜知識＞ 
①You look ~. （相手の様子を述べる）や I 
 think you should ~.（助言する）などの特 
 徴やきまりを理解している。 
＜技能＞ 
②相手に体調をたずねたり、助言したりする

技能を身に付けている。 

場面・状況に合わせて、体
調の悪い友達に、適切に相
手の状況に合わせ、体調を
たずねたり、助言している。 

場面・状況に合わせて、体
調の悪い友達に、適切に相
手の状況に合わせ、体調を
たずねたり、助言しようと
している。 
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2 
 

 
６ 単元の指導と評価の計画（２時間扱い） 

時 ◆ねらい 〇活動 

評価 
知 
・ 
技 

思 
・ 
判 
・ 
表 

態 
度 

◎評価規準 

１ 
 

本時 
 

◆Daily Life 6「体調不良」の内容、新出単語、英語表現をおおまかに理解する。 
◆友人の体調をたずねたり、助言したりするやり取りを演じる。 

①オーラルインタラクションを行い、内容に

ついて概要を理解する。 
②体調を気遣う表現を学ぶ。 
③音読練習を行う。 
④ペアで演じて発表し合う。 
※なお、毎時間の冒頭に帯活動として身近な

話題に関する「話すこと〔やり取り〕」の言

語活動(Small Talk)を行う。 

 

   

２ 

◆場面・状況に合わせて、オリジナルのストーリーを作る。 
◆自分たちで作ったストーリーを発表し合う。 
①前時の内容を復習する。 
②オリジナルのストーリーを考え、口頭練習

する。 
③他のグループに発表する。 
※なお、毎時間の冒頭に帯活動として身近な

話題に関する「話すこと〔やり取り〕」の言

語活動(Small Talk)を行う。 

 

  

 

後日 パフォーマンステスト 

 

発 発 

◎場面・状況に合わせて、体調 
 の悪い友達に、適切に相手の 
 状況に合わせ、体調をたずね 
 たり、助言している。 
◎場面・状況に合わせて、体調 
 の悪い友達に、適切に相手の 
 状況に合わせ、体調をたずね 
 たり、助言しようとしたりし 
 ている。 

 
 

 
 
後日 

ペーパーテスト 書   

◎＜知識＞ 
・You look ~. （相手の様子を述

べる）や I think you should ~.
（助言する）などの言語材料を

理解している。 
◎＜技能＞ 
・相手に体調をたずねたり、助

言したりすることができる。 
 

 
 
 
 
 
 
 

記
録
に
残
す
評
価
は
行
わ
な
い
。
た
だ
し
、
ね
ら

い
に
即
し
て
生
徒
の
活
動
の
状
況
を
確
実
に
見

届
け
て
指
導
に
生
か
す
こ
と
は
毎
時
間
必
ず
行

う
。
活
動
さ
せ
て
い
る
だ
け
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
。 
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3 
 

 
７ 本時の展開 
目標 友人の体調をたずねたり、助言したりするやりとりを演じることができる。 
準備 ワークシート 
〇展開（１／２） 

過 
程 学習活動・学習内容 ・指導上の留意点  ◎評価＜方法＞ 

★見どころ 
 

導 

 

入 

 

15 

分 

１ 挨拶 

２ ウォームアップ 

・Small Talk（スモールトーク） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Chat（生徒同士） 

ペアを変えての会話 

（１回５０秒） 

   

 

 

 

 

 

 

 

★生徒同士であいさつ 

・１分間であいさつ・日付・天気の確認を行う。 

★明日の立志式とトピックを関連付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★生徒同士のやり取り（即興チャット） 

・会話の「型」は伝えずに Topic のみ与えて始める。 

・中間指導後には再度生徒同士の活動時間をとる。 

・会話の途切れたペアに支援し、会話の継続を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

【スモールトーク】 
 
T: 
Ss: 
T: 
 
 
Ss: 
T: 
 
 
 
 
T: 
Ss: 
T: 
 
 
S1: 
T: 
S1: 
T: 
S2: 
T: 

（１）指導者が自分のことについて話す。 
Tomorrow, we have Risshishiki（立志式）.  Are you ready to speak? 
Yes! Or No! 
It’s Ok if you stop reading. It’s Ok, if you forget your content. It is important to 
speak your dream or your goal. So do you know my dream when I was a JHS 
student?  
A Doctor? A Pro-basketball player? A Movie director? 
YES! My dream was a movie director, because I like movies. Specially, American 
movies. They are so cool. I’m interested in America. Sometimes I watched three 
movies in a day. My mother was angry, because I watched them too much.  
Now I’m an English teacher.  
（２）指導者が生徒とやり取りをする。 
Do you know why? 
I don’t know. 
It’s because I always listen to English from American movies, so I think speaking 
English is very cool and I want to talk to foreigners. So everyone, how about your 
dream? 
I want to become a nurse. 
It’s nice. Please tell me why? 
It’s because my mother is a nurse.  
It’s a good dream. I think you can become a nurse in the future. How about S2? 
Uh… I don’t know. 
It’s OK. Some students don’t know your dream. You don’t need to say “job“. 
Actually I have a dream now. I want to travel around the world.  
 

 

【★フィードバックの種類と方法】 
・１回目【内容面：トピックを増やすフィードバック】 

・２回目【内容面：トピックを深めるフィードバック】 

・３回目【言語面：言いたくても言えなった表現】 

・４回目【言語面：間違って使っている表現】 
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・チャット終了後、良かった部分や改善点を共有する。 

・４回のチャットを通して、“夢”について柔軟に会話を

させるため、その際に、生徒の言いたくても言えない

表現を拾って全体にフィードバックし共有する。 

Chat topic：Dream 【予想される生徒のやりとり：１回目】 
Student A Student B  

What dream? 
 
It’s nice. Why nurse? 

 
Nurse. 
 
It’s because my mother is a 
nurse. 

★フィードバック【内容面： 
 トピックを増やすフィード 
 バック】 
・やりたいこと  
・行ってみたい国  
・どんな人になりたいか 

 

Chat topic：Dream 【予想される生徒のやりとり：２回目】   
Student A Student B  

What is your dream? 
 
 
It’s good. Why? 

 
I want to visit Korea with 
my friend. 
 
It’s because I want to see a 
Korean singer. 
 

★フィードバック【内容面： 
 トピックを深めるフィード 
 バック】 
・理由を聞くこと   
・自分が知っていることも話 
 す  

 

Chat topic：Dream 【予想される生徒のやりとり：３回目】   
Student A Student B  

What is your dream in the 
future? 
 
Sounds good. Why do you 
want to be…Doctor? 

 
 
I want to be…..  a doctor. 
 
 

★フィードバック【言語面： 
 言いたくても言えなかった 
 表現】 
・I want to become a doctor.   
※表現を板書して、口頭練習 
 させる。 

 

Chat topic：Dream 【予想される生徒のやりとり：４回目】   
Student A Student B  

What is your dream in the 
future? 
 
Oh, nice. Which do you 
like soccer team? 
 
 
I see.  

 
I want to become a soccer 
player. 
 
 
I like Urawa Reds.  
I want to join Urawa Reds!!! 
 
 

★フィードバック【言語面： 
 間違って使っている表現】 
Which do you like soccer 
team?  →  
Which soccer team do you 
like? 
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展 
 
 
 
 

開 
 
 

 
30 
分 

 
３ 本時の目標の確認 
 
 
 
４ 教科書本文のオーラルインタラク 

  ション 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 教科書本文の音読練習 
 
  ① ファーストリーディング 
  ② リピーティング 
  ③ 表現の確認 
  ④ ペア音読 
  ⑤ デジタル教科書を使用 
   （５分程度） 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
６ なりきり音読 
  ・実際に体調が悪いふりをしなが

ら音読する 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・本時のゴールと単元のゴールも確認することで見通しを 
 もたせる。 
 
 
・生徒とやり取りをし、答えを引き出すようにする。 
・ピクチャーカード等を用い、思考の一助とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・音読を通して、英語の型や会話の状況を学ぶとともに、 
 初見の英文に対応する学び力を身につけさせる。 
【★音読の進め方】 
・自分の力だけで音読をする。（初見の英文への対応力） 
・デジタル教科書を使うことで、自分のつまずきや課題に

応じて、自己で調整して音読練習や単語練習を行う。 
・デジタル教科書での練習の成果をペア音読で確認する。 
 ※この音読で、単語の発音や読みにくい部分を見取り、

指導していく。 
・You look ~ 「あなたは～のように見える」、助言をする

際の should の確認をする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・本時の目標を確認させながら、どのように相手を気遣う

のがより良いのかを意識させながら、３回程度音読させ

る。オリジナルの表現を入れることも可とする。 
 
 
 
 
 
 
 

Today’s Goal : 友人の体調をたずねたり、助言したりするやりとりを演じよう！ 

【オーラルインタラクション】 
T: Look at this picture. What scene is this? What do you think?  
Ss: A boy and a girl are talking.  
T: Who is this boy? Who is this girl? Do you know their names? 
Ss: Kota and Cathy. / I don't know. 
T: What happened to him? Can you guess? 
Ss: He is not ok. He looks sick.  
T: I see. What is she talking to him? 
Ss: Are you ok? Are you sick? What happened? 

【中間指導】 
 ・単語の読み方や読みにくい文章の全体共有と練習（言語面） 
 ・相手を気遣ったり、体調を悪そうにする、演じ方の共有（内容面） 
 ・オリジナルの表現への指導と全体共有（内容面） 

【教科書本文 (C):Cathy   (M):Makoto】 
(C) You look pale. Are you sick?  (M) Mm, I have a headache. (C) Oh, that’s too bad. Did 
you take any medicine? (M) No, I’ll be OK…Achoo! (C) Hey, I think you should go home 
and go to bed. (M) But I have a club meeting. What should I do? (C) Take it easy. I’ll explain 
the situation for you. Take care of yourself first.  
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７ ペアでのやり取りをグループ内で 
  発表し合う 
  ①ユニットの形で交互に演じる 
  ②お互いにアドバイスを行う 
 

 
◎場面や状況にふさわしい表現を用いて演じ、クラスメイ 

 トと発表し合っている。＜行動観察＞ 
 
 
 

ま 
と 
め 
5 
分 

８ まとめ 
 
 
９ 振り返り 
  ・振り返りシート 
 

・ALT のレイチェル先生に実際にその場面で、体調の悪い 
 ふりをしてもらい、即興でやり取りをクラス全体で行 
 う。 
・本時、何ができて何ができなかったか、今後どう活かす 
 かという視点で記入させる。 
 

 

 板書計画 

Thursday, February second,2023, sunny and cold 
Today’s Goal：友人の体調をたずねたり、助言したりするやり取りを演じよう！ 

Chat: Dream 
 
 
 
 
 

 

Picture card 
job / country / famous person / live 
What is your dream? 
Which do you want to do? 

・相手の様子を伝える / 助言 
◎You look ~ . 
◎I think you should see a doctor. 
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